
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 和洋女子大学 
設置者名 学校法人 和洋学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人文学部 

日本文学文化学

科 

夜 ・

通信 

38 

0 

90 128 13  

心理学科 
夜 ・

通信 
51 89 13  

こども発達学科 
夜 ・

通信 
62 100 13  

国際学部 

英語コミュニケ

ーション学科 

夜 ・

通信 
2 

8 48 13  

国際学科 
夜 ・

通信 
6 46 13  

家政学部 

服飾造形学科 
夜 ・

通信 

0 

53 91 13  

健康栄養学科 
夜 ・

通信 
92 130 13  

家政福祉学科 
夜 ・

通信 
107 145 13  

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
0 102 140 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://www.wayo.ac.jp/application/files/7916/8533/7492/2023jitsumukeiken.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

https://www.wayo.ac.jp/application/files/7916/8533/7492/2023jitsumukeiken.pdf


  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名  
設置者名  

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

 

 
夜 ・

通信 
   

 
夜 ・

通信 
   

 

 
夜 ・

通信 
 

 

 
 

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 和洋女子大学 
設置者名 学校法人 和洋学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://data-univ.wayo.ac.jp/6216/8533/9324/yakuinlist20230401.pdf 

 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 元 私立大学 学長 

2020.4.1 

～ 

2024.3.31 

教学（教育） 

非常勤 元 生命保険会社 社長 

2019.7.17 

～ 

2023.7.16 

 

財務（資産運用） 

非常勤 元 放送局 社長 

2021.4.1 

～ 

2025.3.31 

渉外（地域連携） 

非常勤 国立大学 名誉教授 

2020.4.1 

～ 

2024.3.31 

教学（研究） 

非常勤 元 放送局 局長 

2020.4.1 

～ 

2024.3.31 

渉外（広報・募集） 

非常勤 元 金融機関 頭取 

2022.4.1 

～ 

2026.3.31 

教学（教育） 

（備考） 

 

  

https://data-univ.wayo.ac.jp/6216/8533/9324/yakuinlist20230401.pdf


  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名  

設置者名  

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 
名称  

役割 

 

 

 

 

 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

   

   

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 和洋女子大学 

設置者名 学校法人 和洋学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・人文学部、国際学部、家政学部、看護学部すべてにおいて以下の通りである。 

・授業計画（シラバス）の作成過程 

①12 月中旬～1月初旬：Web入稿システムを利用して、執筆者（担当教員）が入稿す

る 

②1 月中旬～1月下旬：第三者（学部長、学科長、研究科長等）が確認する 

③1 月中旬～2 月上旬：担当教員による修正期間（第三者からの指摘事項に対して担

当教員が修正することも含め） 

 

・授業計画の作成・公開時期 

授業計画の作成は、「シラバス作成のガイドライン」に従って、担当教員が Web 入稿

システムを利用して行う。 

公開は Webシラバスにて例年３月１６日前後に行い、大学保管用に印刷物を作成して

いる。 

授業計画書の公表方法 
https://syllabus.wayo.ac.jp/web/show.php 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・人文学部、国際学部、家政学部、看護学部すべてにおいて以下の通りである。 

・全学生に入学時に配付する「履修ガイド」の履修要項の「２ 試験、単位及び学位

認定 ２．評価」に評価方法を記載し、全学的な基準を示している。 

・加えて、開講科目ごとに授業計画（シラバス）に【評価方法】を掲載して、ホーム

ページで公開している。なお、授業計画（シラバス）執筆の際のマニュアルには、「ど

のような観点によって成績をつけ、単位を付与するのか、具体的に記載」することを

教員に求めている。 

・また、授業計画（シラバス）には科目ごとに【学位授与方針】の項目があり、学科

のディプロマ・ポリシーと科目との対応が掲載されている。 

https://syllabus.wayo.ac.jp/web/show.php


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・人文学部、国際学部、家政学部、看護学部すべてにおいて以下の通りである。 

・成績評価、GPA の指標を設定し、全学生に配付の履修ガイド、ホームページに掲載

している。 

・GPA は前期、後期の成績通知時に、成績評価に従って算出し、成績評価と共に学生

に通知している。なお通知の方法はインターネット（学生ごとにログインする大学の

ポータルシステム使用）による。保護者宛にも年に２回郵送している。 

・＜GPAの算出方法＞ 

GPA は、学生が履修した科目の成績の平均を数値で表したもので、年度ごとの GPA と

入学時からの通算の通算 GPAの 2つの GPAが算出される。本学における GPAの算出式

は下記に示すとおりである。 

GPA ＝（（Sの単位数×4）＋（Aの単位数×3）＋（Bの単位数×2）＋Cの単位数×1 ）

／（ 履修登録単位数 － 履修取り消し単位数 ） 

※小数点以下第 2 位で切り捨て 

※評価「認定」は GPA算出の対象外とする 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://syllabus.wayo.ac.jp/web/show.php 

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・学部・学科ごとにディプロマ・ポリシーを定め、ホームページにて公表すると共に、

全学生に配付する履修ガイドに掲載し、周知を図っている。 

・大学情報公表として、卒業要件をホームページにて公表している。 

・大学学則第５節第 38条 「第 12条に定める修業年限に在学し、別表ウに定める所

定の単位を取得した者につき、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学位を授与す

る。」に定める通り、卒業見込みの学生は、卒業要件の充足状況や学費の納入状況など

を記載した判定資料を参考に、３月に行われる学部教授会（判定教授会）の議を経て

卒業が認定される。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ディプロマ・ポリシー：  

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomap

olicy 

 

卒業要件： 

https://www.wayo.ac.jp/application/files/6616

/5968/5263/sotsugyou_youken.pdf 

 
 

 

 

https://syllabus.wayo.ac.jp/web/show.php
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy
https://www.wayo.ac.jp/application/files/6616/5968/5263/sotsugyou_youken.pdf
https://www.wayo.ac.jp/application/files/6616/5968/5263/sotsugyou_youken.pdf


  

 

 

 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 和洋女子大学 

設置者名 学校法人 和洋学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://data-

univ.wayo.ac.jp/9516/8540/7520/4.R4taisyakutaisyou2022.pdf 

収支計算書又は損益

計算書 

https://data-

univ.wayo.ac.jp/3716/8540/6589/1.R4sikinnsyuusi2022.pdf 

 

財産目録 
https://data-

univ.wayo.ac.jp/1516/8540/7654/5.R4_zaisannmokuroku2022.pdf 

 

事業報告書 
https://data-

univ.wayo.ac.jp/9216/8542/0803/2022administrationreport0531.pdf 

 

監事による監査報告

（書） 
https://data-univ.wayo.ac.jp/1816/8540/7998/R4kansahoukoku2022.pdf 

 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：学校法人和洋学園事業計画書 対象年度：2023年度） 

公表方法：

https://www.wayo.ac.jp/application/files/1216/8024/7132/2023administrationplan.pdf 

 

中長期計画（名称：学校法人和洋学園中期計画  対象年度：2021～2025 年度） 

公表方法：https://data-univ.wayo.ac.jp/8816/5968/3665/mediumtermplan20212025.pdf  

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：2020_2021mokuhyou_to_keikaku_soukatsu.pdf (wayo.ac.jp)  

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：https://www.wayo.ac.jp/introduction/info#ninteisho 

 

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

https://data-univ.wayo.ac.jp/9516/8540/7520/4.R4taisyakutaisyou2022.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/9516/8540/7520/4.R4taisyakutaisyou2022.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/3716/8540/6589/1.R4sikinnsyuusi2022.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/3716/8540/6589/1.R4sikinnsyuusi2022.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/1516/8540/7654/5.R4_zaisannmokuroku2022.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/1516/8540/7654/5.R4_zaisannmokuroku2022.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/9216/8542/0803/2022administrationreport0531.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/9216/8542/0803/2022administrationreport0531.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/1816/8540/7998/R4kansahoukoku2022.pdf
https://www.wayo.ac.jp/application/files/1216/8024/7132/2023administrationplan.pdf
https://data-univ.wayo.ac.jp/8816/5968/3665/mediumtermplan20212025.pdf
https://www.wayo.ac.jp/application/files/6316/5535/8072/2020_2021mokuhyou_to_keikaku_soukatsu.pdf
https://www.wayo.ac.jp/introduction/info#ninteisho


  

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人文学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission） 

（概要）人文学部は、人文科学・社会科学の分野において、広く知識を授けるとともに、深く専門

の学術を教授し、知的・道徳的及び応用能力を展開させ、もって文化の発展と福祉の増進に寄与す

る有能な女性を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy） 

（概要）人文学部は、日本文学文化学科、心理学科、こども発達学科から構成され、グローバル化や

少子高齢化、人工知能などの技術革新等、変化が激しい社会に対応できる、広く深い教養と高度で

実践的な専門知識や技能をもった自立した女性の育成を目的としています。その目的のもと、卒業

に必要な単位を修得し、以下に示す要件を満たした者に学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#curriculumpolicy） 

（概要）人文学部は、日本文学文化学科、心理学科、こども発達学科から構成されており、学科を越

えて行われる教養教育との相互補完性のある専門教育を実施します。各学科のカリキュラム編成は、

大学４年間を通してそれぞれの学科で学ぶための導入科目と基礎科目の学習の後に、専門科目と少

人数による演習科目やゼミを配置して、主体的な学びを体得することを目的とします。このような

方針のもと、以下のような教育課程を設けています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページ  

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission） 

（概要） 

和洋女子大学は、人を支える「心」と「技術」を持って行動する女性の育成という教育理念のもと、

ディプロマ・ポリシーに定める人材を育成するため、学力の 3 要素を十分に身に付けた、意欲ある

学生を受け入れます。このような学生を適正に選抜するため、本学では多様な選抜方法により、受

験生を多面的・総合的に評価します。 

 

学部等名 国際学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission） 

（概要）国際学部は、異文化コミュニケーションに必要な語学力と、世界の多様な社会文化について

認識を深めることで得られる柔軟性とで形成される、グローバルコミュニケーション力を身につけ、

異文化交流を促進する事業やグローバルな企業などにおいて活躍する国際感覚豊かな女性を育成す

ることを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy） 

（概要）国際学部では、異文化コミュニケーションに必要な語学力と、世界の多様な社会、文化につ

いて認識を深めることで得られる柔軟性とを持ち合わせることにより、真のグローバルコミュニケ

ーション力を身につけ、国際観光をはじめとする異文化交流事業やグローバルビジネスにおいて活

躍する人材を育成するという教育目的のもと、卒業に必要な単位を修得し、次の能力、知識を有する

者に学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#curriculumpolicy） 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#curriculumpolicy
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#curriculumpolicy


  

（概要）ディプロマ・ポリシーに掲げる教育目標を達成するためには、自ら視野を広げ、自ら知識を

体系化すると共に実践知を獲得し、自ら語学力を高めていく力をつけさせるような教育方法が必要

となります。このような教育方針のもと、本学部では次のような内容からなるカリキュラム体系を用

意しています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページ  

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission） 

（概要） 

和洋女子大学は、人を支える「心」と「技術」を持って行動する女性の育成という教育理念のもと、

ディプロマ・ポリシーに定める人材を育成するため、学力の 3 要素を十分に身に付けた、意欲ある学

生を受け入れます。このような学生を適正に選抜するため、本学では多様な選抜方法により、受験生

を多面的・総合的に評価します。 

 

 
学部等名 家政学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission） 

（概要）家政学部は、家政学の分野において、広く知識を授けるとともに、深く専門の学術技芸を教

授し、知的・道徳的及び応用能力を展開させ、もって文化の発展と福祉の増進に寄与する有能な女性

を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy） 

（概要）家政学部は、高齢社会、男女共同参画社会、そして持続可能社会の中にあって、生活に対す

る問題意識と感性を磨き、人々の生活の質（QOL）を向上させ、人々がより幸せに生きられるライフ

スタイルの実現のために科学的、実践的に行動できる女性の育成を目的にしています。以下に示す能

力や知識・技能を身につけ、卒業に必要な単位を修得した者に「学士（家政学）」の学位を授与しま

す。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#curriculumpolicy） 

（概要）家政学部は服飾造形学科、健康栄養学科、家政福祉学科から構成されており、各学科のカリ

キュラム編成は、講義科目に加え多くの実験・実習・演習科目を配置して、高度な専門知識と技術を

持った専門家になるためのカリキュラムとなっています。さらに、３学科共通で学ぶ家政学共通科目

を置き、家政学を基盤とした、生活の総合的・科学的・実践的な課題解決能力の育成をめざします。

このような方針のもと、以下のような教育課程を設けています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページ  

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission ） 

（概要） 

和洋女子大学は、人を支える「心」と「技術」を持って行動する女性の育成という教育理念のも

と、ディプロマ・ポリシーに定める人材を育成するため、学力の 3要素を十分に身に付けた、意欲

ある学生を受け入れます。このような学生を適正に選抜するため、本学では多様な選抜方法によ

り、受験生を多面的・総合的に評価します。 
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https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#curriculumpolicy
https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission


  

学部等名 看護学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission） 

（概要）看護学部は、看護学の分野において、広く知識を授けるとともに、深く専門の学術技術を教

授し、知的・道徳的及び応用能力を展開させ、もって保健・医療や福祉環境及び地域医療の発展と福

祉に寄与する有能な看護師を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#diplomapolicy） 

（概要）多様化する人々の健康生活のニーズに対応できる看護実践者を育成します。 ヒューマン・

ケアリングの考え方を基盤に看護の専門知識と高度のコミュニケーション能力を養い、高い倫理観

をもって地域に貢献できる人材を育成します。 卒業に必要な単位を修得し、以下の６つの力を身に

つけた者に「学士（看護学）」の学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission#curriculumpolicy） 

（概要）看護学科では、ディプロマ・ポリシーに即した高度な能力もつ看護職を育成するため、次の

カリキュラムを履修することで卒業時までに専門的知識・技術・態度の修得をめざします。 

●看護実践に必要な知識・技術を学ぶための「専門教育科目」を配置する。「専門教育科目」は「専

門基礎科目」と「専門科目」で構成される。 

●「専門基礎科目」に、看護学の基盤となる「看護とホスピタリティ」「健康と健康障害の理解」、

「健康支援と社会保障」を配置。 

●「専門科目」に、看護学の基盤となる「基礎看護」と「地域・在宅看護」を「基盤分野看護学」と

して配置。さらに人間の発達・健康段階の看護を学ぶ「発達分野看護学」、公衆衛生、精神をはじめ

多様な場での看護を学ぶ「広域看護学」、看護の発展的展開と研究的態度を学ぶ「統合分野看護学」

を配置。 

●教科目の年次進行は、基礎から専門へ、人間の成長・発達段階、環境と健康、疾病予防から終末期

に至る看護を段階的に学ぶように配置。このため「実習科目」は前提科目の修得が必要。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページ  

https://www.wayo.ac.jp/introduction/mission） 

（概要） 

和洋女子大学は、人を支える「心」と「技術」を持って行動する女性の育成という教育理念のもと、

ディプロマ・ポリシーに定める人材を育成するため、学力の 3 要素を十分に身に付けた、意欲ある学

生を受け入れます。このような学生を適正に選抜するため、本学では多様な選抜方法により、受験生

を多面的・総合的に評価します。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：https://www.wayo.ac.jp/introduction/disclosure 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

人文学部 － 
 

20人 13人 0人 6人 6人 45人 

国際学部 － 6人 3人 1人 7人 0人 17人 

家政学部 － 15人 16人 0人 10人 25人 66人 

看護学部 － 9人 7人 6人 7人 7人 36人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 195 人 195人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.wayo.ac.jp/academics/teacher 
 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

https://www.wayo.ac.jp/application/files/5516/8367/7678/2022FDSD_list.pdf 
 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人文学部 240 人 227人 94.6％ 960人 982人 102.3％ 人 人 

国際学部 120 人 64人 53.3％ 480人 379人 79.0％ 人 人 

家政学部 290 人 228人 78.6％ 1160 人 1012人 87.2％ 人 人 

看護学部 100 人 118人 118.0％ 400人 409人 102.3％ 人 人 

合計 750 人 637人 84.9％ 3000 人 2782人 92.7％ 人 人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 
 学部等名 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人文学部 
362人 

（100％） 

7人 

（  1.9％） 

333人 

（  92.0％） 

22人 

（  6.1％） 

家政学部 
280人 

（100％） 

2人 

（  0.7％） 

272人 

（  97.1％） 

6人 

（  2.1％） 

看護学部 
116人 

（100％） 

1人 

（  0.9％） 

113人 

（  97.4％） 

2人 

（  1.7％） 

合計 
758人 

（100％） 

10人 

（  1.3％） 

718人 

（  94.7％） 

30人 

（  4.0％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

https://www.wayo.ac.jp/academics/teacher
https://www.wayo.ac.jp/application/files/5516/8367/7678/2022FDSD_list.pdf


  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人文学部 
418人 

（100％） 

348人 

（  83.3％） 

35人 

（  8.4％） 

34人 

（  8.1％） 

1人 

（  0.2％） 

家政学部 
307人 

（100％） 

274人 

（  89.3％） 

13人 

（  4.2％） 

18人 

（  5.9％） 

2人 

（  0.7％） 

看護学部 
120人 

（100％） 

109人 

（  90.8％） 

4人 

（  3.3％） 

6人 

（  5.0％） 

1人 

（  0.8％） 

合計 
845人 

（100％） 

731人 

（  86.5％） 

52人 

（  6.2％） 

58人 

（  6.9％） 

4人 

（  0.5％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）（概要） 

・人文学部、国際学部、家政学部、看護学部すべてにおいて以下の通りである。 

・授業計画（シラバス）の作成過程 

①12月中旬～1 月初旬：Web 入稿システムを利用して、執筆者（担当教員）が入稿する 

②1月中旬～1月下旬：第三者（学部長、学科長、研究科長等）が確認する 

③1 月中旬～2月上旬：担当教員による修正期間（第三者からの指摘事項に対して担当教員が

修正することも含め） 

 

・授業計画の作成・公開時期 

授業計画の作成は、「シラバス作成のガイドライン」に従って、担当教員が Web 入稿システム

を利用して行う。 

公開は Webシラバスにて例年３月１６日前後に行い、大学保管用に印刷物を作成している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

・人文学部、国際学部、家政学部、看護学部すべてにおいて以下の通りである。 

・全学生に入学時に配付する「履修ガイド」の履修要項の「２ 試験、単位及び学位認定 ２．

評価」に評価方法を記載し、全学的な基準を示している。 

・加えて、開講科目ごとに授業計画（シラバス）に【評価方法】を掲載して、ホームページで

公開している。なお、授業計画（シラバス）執筆の際のマニュアルには、「どのような観点に

よって成績をつけ、単位を付与するのか、具体的に記載」することを教員に求めている。  

・また、授業計画（シラバス）には科目ごとに【学位授与方針】の項目があり、学科のディプ

ロマ・ポリシーと科目との対応が掲載されている。 

・卒業の認定に当たっては、学部・学科ごとにディプロマ・ポリシーを定め、ホームページに

て公表すると共に、全学生に配付する履修ガイドに掲載し、周知を図っている。 

・大学情報公表として、卒業要件をホームページにて公表している。 

・大学学則第５節第 38条 「第 12条に定める修業年限に在学し、別表ウに定める所定の単位

を取得した者につき、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学位を授与する。」に定める通

り、卒業見込みの学生は、卒業要件の充足状況や学費の納入状況などを記載した判定資料を参

考に、３月に行われる学部教授会（判定教授会）の議を経て卒業が認定される。 

  



  

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人文学部 

日本文学文化学

科 
124単位 有 46単位 

心理学科 124単位 有 46単位 

こども発達学科 124単位 有 46単位 

国際学部 

英語コミュニケ

ーション学科 
124単位 有 46単位 

国際学科 124単位 有 46単位 

家政学部 

服飾造形学科 124単位 有 46単位 

健康栄養学科 124単位 有 
（1・2年）48単位 

（3・4年）44単位 

家政福祉学科 124単位 有 46単位 

看護学部 看護学科 128単位 有 48単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事

項） 

公表方法：https://syllabus.wayo.ac.jp/web/show.php 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/disclosure 

 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/disclosure 

 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：和洋女子大学 HP https://www.wayo.ac.jp/ 

 

施設ｷｬﾝﾊﾟｽ (https://www.wayo.ac.jp/facilities_campus/campus) 

資料請求 https://www.wayo.ac.jp/document_request 

資料請求はこちら https://entry24.s-axol.jp/wayo/step0?ef=1 

LINEで資料請求 

https://bc.linesg.jp/linebc/liff/liff_m_select.aspx?scl_no=7517600 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人文 

学部 

国際学科 4年 660,000円 0円 320,000円 その他は施設費、実験実習料 

日本文学文化学科 1年 660,000円 250,000 円 327,300円 その他は施設費、実験実習料 

日本文学文化学科 2-4年 660,000円 0円 320,000円 その他は施設費、実験実習料 

心理学科 1年 660,000円 250,000 円 327,300円 その他は施設費、実験実習料 

心理学科 2-4年 660,000円 0円 330,000円 その他は施設費、実験実習料 

こども発達学科 1年 750,000円 250,000 円 337,300円 その他は施設費、実験実習料 

こども発達学科 2年 750,000円 0円 422,000円 その他は施設費、実験実習料 

こども発達学科 3年 750,000円 0円 372,000円 その他は施設費、実験実習料 

こども発達学科 4年 750,000円 0円 332,000円 その他は施設費、実験実習料 

国際 

学部 

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 1年 660,000円 250,000 円 327,300円 その他は施設費、実験実習料 

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 2-3年 660,000円 0円 320,000円 その他は施設費、実験実習料 

国際学科 1年 660,000円 250,000 円 327,300円 その他は施設費、実験実習料 

国際学科 2-3年 660,000円 0円 320,000円 その他は施設費、実験実習料 

家政 

学部 

服飾造形学科 1年 700,000円 250,000 円 367,300円 その他は施設費、実験実習料 

服飾造形学科 2年 700,000円 0円 360,000円 その他は施設費、実験実習料 

服飾造形学科 3-4年 700,000円 0円 340,000円 その他は施設費、実験実習料 

健康栄養学科 1年 780,000円 250,000 円 427,300円 その他は施設費、実験実習料 

健康栄養学科 2-4年 780,000円 0円 420,000円 その他は施設費、実験実習料 

家政福祉学科 1年 700,000円 250,000 円 327,300円 その他は施設費、実験実習料 

家政福祉学科 2-4年 700,000円 0円 320,000円 その他は施設費、実験実習料 

看護 

学部 

看護学科 1年 1,050,000 円 250,000 円 557,300円 その他は施設費、実験実習料 

看護学科 2-4年 1,050,000 円 0円 550,000円 その他は施設費、実験実習料 

看護学科3年(一部対象者) 

(保健師課程履修費含む) 
1,050,000 円 0円 650,000円 その他は施設費、実験実習料 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）2021年度中に学生支援の方針を策定する必要性と有効性を確認し、学生支援の方針

の策定を進めた。修学支援、学生生活支援、キャリア支援、健康支援の４つの柱に基づき学

生支援を行っている。具体的には次のとおりである。 

教務課：学生の修学支援のため、学科別、学年別に担任教員を、新入学生への支援のため、

学科別に少人数グループをつくり、アドバイザー教員を配置し、多面的な学生支援を行って

いる。 

教育支援課：学生の基礎学力の向上と実践的な教養の習得をサポートする学習室（ラーニン

グステーション）を開設。年間を通して、少人数制の学習講座「わよらカフェ」を開催する

他、基礎学力を身に付けるための学習教材の配付や貸出を行い、自主的に学ぶ学生たちの拠

点となっている。 

学生課：ユニバーサルサポート推進室（教職員・社会福祉士）による障害のある学生等個別

の支援を必要とする学生の大学生活や修学に関するサポートと指導、及び合理的配慮方針の

決定と実施を行っている。各種奨学金（学内奨学金、授業料減免制度、特待生制度を含む）

の取り扱いを通して学生が修学を継続できるよう経済的な支援を実施。 

また二つの学生寮を完備している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 



  

（概要）具体的には次のとおりである。 

進路支援センター：1〜2年次よりインターンシップや各種資格の対策講座、就職関連セミナ

ーなどを開催。3年次 には学科担当キャリアカウンセラーが学生全員と個人面談を行い各学

生の志望や適性を把握。更に 3〜4年次には各業界の有益な情報提供、企業とのマッチング、

企業説明会、特別講座などを数多く実施。また、障害のある学生へは個別に支援を行ってい

る。 

教育支援課：中学校、高等学校の教員になることを希望している学生に「教員採用試験一次

対策講座」「教員採用試験二次対策講座」「時事通信教員採用試験対策講座」等の教員採用

試験対策を行っている。 

また、共通総合科目に「キャリアデザイン」を開講、就職教育にとらわれることなく、受講

生が一個人、一女性として自分らしい生き方を考えるために必要な「知識」「考え方」を論

理的、実践的に学べる環境を提供している。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）具体的には次のとおりである。 

学生課：保健センターによる健康診断有所見者の事後措置及び保健指導、学内の感染症予防

及び感染者の対応、学外実習参加者の検査対応、保健だよりの発行等の啓蒙活動、疾患や障

害のある学生の健康管理、適正体重支援、学校行事や各種イベント時の救護などを実施。学

生相談室（臨床心理士 1名）によるメンタル面を中心とした面談を週に 2日間実施。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：（研究支援課） https://www.wayo.ac.jp/introduction/disclosure 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/research 

https://wayo.repo.nii.ac.jp/ 

（和洋女子大学紀要/和洋英文学/和洋女子大学英文学会誌/国府台：博物館学過程年報/

博士論文 学術リポジトリにてダウンロード可） 

公表方法：（教育支援課） https://www.wayo.ac.jp/academics/education_center 

全学教育センター年報、教職教育支援センター年報、和洋女子大学司書課程・司書教諭課

程年報等を発刊し成果を公表 

公表方法：（進路支援センター） https://www.wayo.ac.jp/career/schedule 

公表方法：（学生課）https://www.wayo.ac.jp/campus_life/life 

 

 

 

https://www.wayo.ac.jp/introduction/disclosure
https://www.wayo.ac.jp/introduction/research
https://wayo.repo.nii.ac.jp/
https://www.wayo.ac.jp/academics/education_center
https://www.wayo.ac.jp/career/schedule
https://www.wayo.ac.jp/campus_life/life


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

242人

後半期

224人

134人

63人

27人

学校名

設置者名

和洋女子大学

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

225人

132人第Ⅰ区分

内
訳

63人

30人

家計急変による
支援対象者（年間）

-

243人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

学校法人　和洋学園 学校法人　和洋学園 学校法人　和洋学園

学校コード F112310102477

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 -

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人

-

退学 -

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

-

-

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

-

-



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 37人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

-

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

-

ＧＰＡ等が下位４分の
１

37人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）
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